タカノ　トシヒコ　キョウジュ　ゴタイショク　ニ　ヨセテ by 安藤 正人 et al.




















































































































































































































































































































































































































































桜満開の 4 月から副手としてお側にお仕えした 3 年間は、明るく楽しい日常でした。お酒
を嗜んだ次の日は決まって大村庵のカレーうどんを召し上がるのが史学科の先生方ですが、
高埜先生もカレーうどんで命をつないでいらっしゃいました。私も先生の真似をして、カ
レーうどんをよく食べていましたが、前日のお酒をなかったかのように振る舞う先生の境
地に至るにはまだまだ修行が必要です。
　実は、先生にずっと言えなかったことがあります。たしか、2015年の春のことだったか
と思います。目白の桜が満開になる頃、先生は桜の花を少しだけ摘んできては、これで桜
の塩漬けを作るとおっしゃっていました。先生は覚えていらっしゃるでしょうか。小さな
ビンに、桜の花と松本楼で分けてもらった塩をいれて……共同研究室の机上で、数日間は
存在感のあったそのビンは、いつの間にか書類の山に埋もれていました。数ヶ月後、その
山から桜の塩漬けのようなものを発掘した私は、先生の目を盗んでこっそり捨ててしまい
ました。ごめんなさい。桜を見るたびにこのことを思い出しては心を痛めておりました。
　そして、目白の桜が満開に咲いた2018年 4 月、アーカイブズ学専攻の副手として文学部
棟に戻ってまいりました。次年度以降、私が目白の桜で塩漬けを作れればと思っておりま
す。出来上がった際には、桜酒で乾杯するのはいかがでしょうか。
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